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　北川さんの生家は福井県の薬局だっ
た。文科系気質と自認しながらも東京
薬科大学薬学部へと進んだが、大学入
学後に素養がないことに気づく。興味
のあることはすぐに吸収できるのに、
薬学部で勉強したことが頭に入ってこ
ない。薬剤師国家試験合格と大学卒業
は「ギリギリだった」と振り返る。
　一つの職場で決められた時間に仕事
を続けていくのは性に合わないと思っ
ていた。薬剤師にはならず、大学卒業

後は音楽の世界で仕事をしていこうと心に決めてい
た。そんな北川さんがコピーライターになったのは、
大学時代から続けてきたある通信教育大手企業での
アルバイトがきっかけだった。卒業後も音楽活動と
両立した形で契約社員として広告宣伝部で働いた。
　ある日、企業宣伝を行うことになり、社員からの
アイデア募集で北川さんのコピーが採用された。そ
こで出来上がったポスターは、北山さんが作ったコ
ピーなのに、自分のアイデアではない感覚があった

という。「企業宣伝用のコピ
ーに自分のアイデアが選ばれ
た時も、僕は生意気だったし、
選ばれて当然だよと自信満々
だった。でも出来上がったポ
スターを見たときに自分とは
違う息づかいが聞こえて来たのは、“伝わる” ってこ
んなものなんだ、すごいな、これって」。
　この経験が契機になり、北川さんはコミュニケー
ションプランニングに興味を持つようになり、音楽
よりも仕事にのめりこむようになった。フリーとし
て20代から国内化粧品大手、楽器大手と様々な企
業の広告宣伝を手がけてきた。企業の広告宣伝で強
く意識していたのは、情報発信者とその受信者で「価
値と気づき」のコミュニケーションを生みだしてい
くことへのこだわりだった。
　広告宣伝とは、価値を提案し、多くの人たちに対
してその価値を気づかせる仕事。だから北川さんは
「自分は発信者ではなく媒介者」と話す。「壇上で演
説するのではなく、演説している人の言葉を最前列

で聞いて、後方にいる人たちに「自
分はこう考えるけど、どうだろ
う？」と伝えていくイメージに近
いですね」。では、気づくという
ことは何かと尋ねると、「人が思
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　ヘルスケアで社会と企業を結びつける仕事がしたい――。音
楽で勝負しようと心に決めていた青年薬剤師の運命を変えたの
は、一枚のポスター企業広告だった。コピーライターとして、
コミュニケーションプランナーとして“価値を伝えるプロ”を目
指し、コミュニケーションの世界へと入った。北川潤之介さん
は企業からの依頼を受けて、広告やコミュニケーションの企画、
制作を行っている。企業の存在意義や製品によってもたらされ
る価値を突き詰め、言葉のチカラで分かりやすく社会に提示し、
情報の受け手に新たな気づきを与える仕事だ。2016年にはガ
ラパゴス・トーキョー・ジャパンを立ち上げ、ヘルスケアをキ
ーワードに企業と社会、医師と患者、地域とそこに住む人々を
つなぐ活動を続けている。
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薬学部から広告の世界へ
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